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１．各課題への取り組み状況（まとめ）

論 点 対応方針 取り組み状況（2024年12月時点）

①規格開発段階から
の認定機関の関与

・情報やアドバイス提供を可能とする体
制整備（NITE適合性評価戦略室の機能、
調査能力等の強化）
・認証スキーム構築に必要な情報や知見
の提供、技術的支援を効果的に実施する
ための研修プログラムの、持続的開発・
試行、機会の創出

• 国際レベルの認証スキーム開発に関する情報収集等とし
て、APAC AI分野のTFへの参加、適合性評価に関する国際
規格（ISO/IEC 17067、ISO/IEC 17043）改正に国際エキス
パートとして参加し、関係者に情報発信
⇒ ２．人材育成 ３．情報発信

• 令和5年度に開発・開講した「社会実装・規格活用」実
現化人材育成プログラム履修者に、適合性評価の最新技
術、手法等の紹介、意見交換を目的としたフォローアッ
プ研修を実施（2024/08）⇒ ２．人材育成

②認証対象分野の拡
大

・認証・認定ニーズ動向の、国内関係者
への情報提供発信機会の増加
・国内企業等の認証ニーズの把握
欧米やアジア地域等国際的な展開の可能
性に関する探索

• 国内各種セミナー等の機会に、適合性評価制度構築や関
連ツールである国際規格の開発・改正動向などを積極的
に情報発信 ⇒ ３．情報発信

③コンサル機能やソ
リューションの提供

ケースの想定に必要な調査や意見交換機
会の創出に適した方法の検討を行うと
ともに、必要な情報を集積し、認証機
関に適用される要求事項に対する見解
を提示するための窓口の創設に必要な
準備を行う。

• チームNITE(※）を窓口とした相談体制の整備
• 人材育成プログラム履修生からの相談体制整備

⇒ ２．人材育成
• JIS登録認証機関協議会（JISCBA）との連携の調整を開始
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１．各課題への取り組み状況（まとめ）

論 点 対応方針 取り組み状況（2024年12月時点）

④ 情報提供、研修
への期待

規格の活用に資する認証制度等適合性
評価制度の構築、運用に参画する人材
にとって必要な情報、知見等の獲得の
機会として令和５ 年度に開発した育成
プログラムの提供を継続するとともに、
同プログラムコンテンツの充実、最新
化を図る。

• 令和5年度に実施した「社会実装・規格活用」実現化
人材育成プログラムの参加者に対して、第1回フォ
ローアップ研修を提供【再掲】

• 令和6年度も引き続き、同育成プログラムを提供
2024年12月26日～2025年2月6日（全5回）
⇒２．人材育成

⑤ 可能なコンサル
ティング行為の範
囲の明確化

・④の研修機会の活用
・日本認定機関協議会（JAC)が提供す
るセミナーの機会の活用
・同協議会の作業部会（WG)における
テーマとして、コンサルティングに係
る検討、認証機関への参加機会の提供
等の議論の機会を創出するための検討
の実施 

• 令和6年度の「社会実装・規格活用」実現化人材育成
プログラムコンテンツ内での「コンサルティング」関
連テーマを充実予定 ⇒ ２．人材育成

• 日本認定機関協議会（JAC）にWGを設置し、検討を開
始（2024/06～）⇒ ４．JAC活動

• マネジメントシステム分野はJABを中心に、NITEはそれ
以外の分野を担当し検討開始（認証産業活用の在り方
検討会に参加する3つの認証機関へのヒアリングを実
施） ⇒ ４．JAC活動

• JIS登録認証機関協議会（JISCBA）幹事会において、当
該テーマの説明を行い、今後の連携についての調整を
開始 ⇒ ４．JAC活動
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２．人材育成

「社会実装・規格活用」実現化人材育成プログラム
第1回を2024年2月1日～29日に開催

企業（電機、薬品メーカ）、研究機関、適合性評価機関などから26名が受講
・ 受講生の多くは、規格活用について学び、適合性評価や認証についての知見を取得したいとの目
的があり、8割以上の受講者が、「とても満足」、「満足」と回答
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２．人材育成

「社会実装・規格活用」実現化人材育成プログラム

コンテンツのアップデート

第２回（2期生） 2024年12月26日～ 20名前後

フォローアップ研修（第1回）2024年8月
１）適合性評価スキームの適切性判断に必要な知見の習得
２）適合性評価の最新技術、手法等の紹介、意見交換

第１回（1期生） 2024年2月1日～29日 26名

コンサルタント業務に関する課題抽出

ISO CASCO WG65での専門家間の議論、整理
WG65：ISO/IEC 17067改正WG
ISO/IEC 17067： 適合性評価スキームの原理原則とガイドライン

（現製品認証スキームガイドライン）
すべての適合性評価制度の共通フレームワークを提示

合 流

フォローアップ研修（第２回 2025年3月）（第3回 2025年6月）
１）「予防原則と実証主義」、「妥当性確認・検証」と「認証」
２） ハイブリッド認証
３）マネジメントシステム認証とサービス認証
４）「試験、検査、監査」 と 「認証」の未来形
５）目的を実現する適合性評価制度の構築手法 などを予定

相談窓口
   個別制度
   業界、国際団体
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３．情報発信

• 国内各種セミナー等の場を利用して、適合性評価関連の国際規格の開発・改正動向を含む、適合性評
価制度に関する情報を精力的に発信（今後も広く、アップデートされた情報を発信）

１）人材育成プログラムフォローアップ研修（2024年8月28日）
２）北陸未来共創フォーラム講演（2024年9月27日）
３）日本品質管理学会（JSQC）管理技術部会第14回知識共有／勉強会（2024年10月11日）
４）JAC運営委員会（関係省庁部局向け）
５）JACセミナー（2024年10月25日）

６）標準化制度に関するINPIT職員向けセミナー（第３回）（2024年11月12日）
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４．JAC活動（１）

日本認定機関協議会（Japan Accreditation Council：JAC）
• 2005年、日本工業標準調査会（当時）（Japanese Industrial Standards Committee: JISC）
の要請を受け、設置

• 認証産業活用の在り方検討会提言に対応すべく、WGを設置

運営委員会

TC1 WG

事務局

関係者

オブザーバ

TC2 WG
メンバー
会議

必要に応じ適宜
参加

＜日本認定機関協議会 組織体制＞

戦略WG

2024年4月に改組
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４．JAC活動（２）

検討会参加認証機関、JIS登録認証機関協議会との対話
具体的課題の特定、意見交換（継続）

WGメンバー内での意見交換

JACB（マネジメント認証機関）との対話

情報提供、意見交換機会の創出 セミナー、WS等の開催（必要に応じて）

8

今 後


	スライド 1: 認定機関(NITE認定センター（IAJapan））の取り組み
	スライド 2: １．各課題への取り組み状況（まとめ）
	スライド 3: １．各課題への取り組み状況（まとめ）
	スライド 4: ２．人材育成
	スライド 5: ２．人材育成
	スライド 6: ３．情報発信
	スライド 7: ４．JAC活動（１）
	スライド 8: ４．JAC活動（２）

